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１．調査の目的 

村の総合戦略策定にあたり、住民の意識・意向やニーズを把握し、今後のまちづくりの基礎資料とする

ために実施した。 

 

 

２．調査の方法 

①調査対象 村内から転入する住民 

②調査方法 窓口での配布・回収 

③調査期間 平成３１年４月～令和２年３月 

 

 

３．回収結果 

①有効回収数 164 票 

②有効回収率 100.0 ％ 

  

 

４．設問項目 

・属性（性別／年代／職業／世帯構成／転入前の居住地） 

・通勤・通学の場所・所要時間・移動手段 

・Ｕターンかどうか 

・転入のきっかけ 

・転入先の候補 

・転入の際の情報源 

など 
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５．結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 性別 

「男」が 56.1%と最も多く、次

いで「女」が43.9%となっている。 

 

 

（2） 年代 

「20 代」が 36.6%と最も多く、

次いで「30 代」が 17.1%、「40 代」

が 14.0%、「10 代」が 9.8%とな

っている。 

 

 

（3） 職業 

「会社員（企業・団体・官公庁

など）」が 43.3%と最も多く、次

いで「無職（家事従事者含む）」

が 21.3%、「学生」が 14.6%、「パ

ートタイマー・アルバイト」が

10.4%となっている。 

 

 

56.1%

43.9%
男性

女性

（n=164）

9.8

36.6

17.1

14.0

6.1

9.1

7.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

（n=164）

43.3

21.3

14.6

10.4

3.7

0.0

5.5

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員（企業・団体・官公庁など）

無職（家事従事者含む）

学生

パートタイマー・アルバイト

自営業（商工業従事者など）

自営業（農漁業従事者など）

その他

無回答

（n=164）

【結果の見方】 

①百分率は、四捨五入の関係で合計が 100 にならない場合もある。 

②基数となるべき実数は n で表している。n は、回答者数または該当設問の該当者数を表す。 

③回答が２つ以上ある場合（複数回答）、百分率の合計は通常 100％を超える。 

④グラフの選択肢の表記については、省略した表現を用いる場合がある。 

⑤設問の性質上、無回答者の抽出が難しい設問がある場合、「無回答」を除いた割合を算出した。 
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（4） 世帯構成 

「単身」が 56.1%と最も多

く、次いで「親子」が 20.1%、

「夫婦のみ」が 15.9%、「その

他」が 4.3%となっている。 

 

 

（5） 転入前の居住地 

「県内」は 47.0％、「県外」

が 50.6％となっている。 

 

＜転入前の居住地の詳細＞ 

・千葉県（７８人） 

内訳：茂原市（２５人）、千葉市（１０人）、いすみ市（６人）、一宮町（４人）、市原市、大網白里

市、白子町、船橋市（各３人）、袖ヶ浦、東金市、睦沢町、山武市（各 2 人）、市川市、印西

市、浦安市、御宿町、香取市、九十九里、佐倉市、長南町、長柄町、習志野市、成田市、松

戸市、八千代市（各 1 人） 

・東京都（３１人） 

内訳：太田区、葛飾区（各４人）、足立区、江戸川区（各３人）、台東区、練馬区（各２人）、板橋

区、清瀬市、江東区、新宿区、杉並区、中野区、八王子市、東村山市、日野市、府中市、文

京区（各１人） ※他無記入（２人） 

・神奈川県（８人） 

内訳：横浜市（３人）、鎌倉市、相模原市、秦野市、藤沢市、横須賀市（各１人） 

・埼玉県（６人） 

内訳：さいたま市（３人）、川口市、越谷市、ふじみ野市（各 1 人） 

・愛知県（５人） 

内訳：安城市、額田郡、蟹江町、豊田市、豊橋市（各１人） 

・北海道（３人） 

内訳：旭川市（１人）、釧路市（１人） 

・茨城県（３人） 

内訳：かすみがうら市、下妻市、水戸市（各１人） 

56.1

20.1

15.9

1.2

4.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

単身

親子

夫婦のみ

三世代

その他

無回答

（n=164）

47.0%

50.6%

2.4%

県内

県外

無回答

（n=164）
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・大阪府（３人） 

内訳：高槻市、豊中市、寝屋川市（各１人） 

・長野県（２人） 

内訳：上田市、箕輪町（各１人） 

・京都府（２人） 

内訳：京都市、舞鶴市（各１人） 

・熊本県（２人） 

内訳：熊本市（１人） ※他無記入（１人） 

・福岡県（２人） 

内訳：直方市、福岡市（各１人） 

・宮崎県（２人） 

内訳：延岡市、宮崎市（各１人） 

・その他 

岡山県岡山市、沖縄県那覇市、香川県坂出市、岐阜県中津川市、群馬県、滋賀県、静岡県熱海市、

栃木県栃木市、鳥取県米子市、広島県広島市、福島県いわき市、和歌山県白浜市、サウジアラビ

ア、台湾（各 1 人） 

 

（6） 通勤・通学地 

「県内」が 31.7%で、「県外」が 62.2%となっている。県内のうち「村内」が 33.5%で、「村外」が

38.4%となっている。 

   

＜通勤・通学地の詳細＞ 

・千葉県（５１人） 

内訳：茂原市（２０人）、千葉市（９人）うち若葉区、緑区、中央区（各 1 人）、市原市（４人）う

ち五井（1 人）、大多喜町、白子町（各３人）、いすみ市、千葉県大網白里市、長柄町（各２

人）、市川市、一宮町、九十九里市、東金市、山武市、四街道市（各 1 人） 

・東京都（９人） 

内訳：江戸川区、大田区、渋谷区、墨田区、千代田区、港区（各 1 人） ※他無記入 

・神奈川県（１人） 

内訳：横浜市（１人） 

 

31.7%

6.1%

62.2%

県内

県外

無回答

（n=164）

33.5%

38.4%

28.0%

村内

村外

無回答

（n=164）



5 

 

（7） 通勤・通学地への所要時間 

「60 分以上」が 36.2%と最

も多く、次いで「15 分以上 30

分未満」「30 分以上 45 分未満」

がそれぞれ24.1%、「15分未満」

が 13.8%となっている。 

 

 

 

（8） 通勤・通学の移動手段 

「自家用車」が 75.9%と最も

多く、次いで「鉄道」が 19.0%、

となっている。 

 

 

（9） Uターンかどうか 

Ｕターン者が 31.7%であっ

た。 

 

 

  

13.8

24.1

24.1

1.7

36.2

0% 10% 20% 30% 40%

15分未満

15分以上30分未満

30分以上45分未満

45分以上60分未満

60分以上

（n=58）

※ｎは回答者の総数

75.9

19.0

1.7

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車

鉄道

バス

その他

※ｎは回答者の総数

（n=58）

31.7%

67.1%

1.2%

はい

いいえ

無回答

（n=164）
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（10） 転入の契機 

「自分を含む家族の仕事の都合」が 33.5%と最も多く、次いで「より良い周辺環境を求めて」「親や

子ども、その他親族との同居・近居・別居のため」がそれぞれ 16.5%、「自分を含む家族の学校の都合」

が 13.4%となっている。 

 

 

■仕事の都合（転入の契機） 

「就職」が 29.1%と最も多く、

次いで「転勤」が 18.2%、「退職」

が 14.5%、「転職」が 9.1%、「その

他」が 7.3%となっている。 

 

 

■学校の都合（転入の契機） 

「進学」が 50.0%と最も多く、次

いで「通学」が 27.3%、「その他」

が 0.0%となっている。 

 

 

■住宅（転入の契機） 

「広さ」が 36.8%、「家賃」が

10.5%、「設備」「その他」がそれぞ

れ 5.3%となっている。 

 

33.5

16.5

16.5

13.4

11.6

7.9

0.0

9.8

4.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

自分を含む家族の仕事の都合

より良い周辺環境を求めて

親や子ども、その他親族との同居・近居・別居のため

自分を含む家族の学校の都合

より良い住宅を求めて

結婚のため

親などの介護のため

その他

無回答

（n=164）

29.1

18.2

14.5

9.1

1.8

7.3

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就職

転勤

退職

転職

通勤の便

その他

無回答

（n=55）

50.0

27.3

0.0

22.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

進学

通学

その他

無回答

（n=22）

36.8

10.5

5.3

5.3

42.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

広さ

家賃

設備

その他

無回答

（n=19）
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（11） 長生村を選んだ理由 

「長生村内に家・土地がある」が 32.9%と最も多く、次いで「静かで落ち着きがある」「自然環境に

恵まれている」が 26.8%、「職場・学校が近くにある」が 19.5%となっている。 

 

  

32.9

26.8

26.8

19.5

16.5

15.9

14.6

12.8

9.1

4.3

4.3

3.7

3.7

3.7

2.4

2.4

2.4

0.6

4.9

6.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

長生村内に家・土地がある

静かで落ち着きがある

自然環境に恵まれている

職場・学校が近くにある

親・子どもが近くにいる

住宅の購入・賃貸にかかる費用が安い

以前から親しみがある

友人・知人がいる

景観がよい

教育環境が良い

治安がよい

子育てがしやすい

交通の便が良い

人間関係が良い

医療・福祉サービスが充実している

買い物や外食が便利

自然災害が少ない

公共施設が充実している

その他

無回答

（n=164）
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（12） 居住地として検討した市区町村 

「長生村のみ」が 65.2%と最

も多く、次いで「他の市区町村

名」が 21.3%となっている。 

 

 

 

 

＜他に検討した市区町村名＞ 

・茂原市（１５人）    ・一宮町（８人） 

・いすみ市（６人）    ・一之宮（２人） 

・千葉市（２人） 

以下、各 1 人 

・市原市  ・大網白里市  ・木更津市  ・君津  ・白子町 

・蘇我  ・本田  ・幕張 

 

 

 

  

65.2

21.3

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長生村のみ

他の市区町村名

無回答

（n=164）
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（13） 住宅の所有関係 

■転入前 

「民間の借家（アパート）」が 26.8%と最も多く、次いで「持家（戸建て）」が 23.8%、「親（子）が所

有または賃貸している住宅」が 12.8%、「民間の借家（マンション等）」が 7.9%となっている。 

 

 

■転入後 

「持家（戸建て）」が 37.8%と最も多く、次いで「親（子）が所有または賃貸している住宅」が 14.0%、

「独身寮」が 12.2%、「民間の借家（戸建て）」が 9.1%となっている。 

 

 

 

 

  

26.8

23.8

12.8

7.9

6.1

6.1

3.0

2.4

1.8

0.0

1.8

7.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

民間の借家（アパート）

持家（戸建て）

親（子）が所有または賃貸している住宅

民間の借家（マンション等）

持家（マンション等）

民間の借家（戸建て）

独身寮

社宅

公営の借家（公営、公団住宅等）

高齢者向けマンション

その他

無回答

（n=164）

37.8

14.0

12.2

9.1

5.5

4.9

0.6

0.0

0.0

0.0

7.3

8.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

持家（戸建て）

親（子）が所有または賃貸している住宅

独身寮

民間の借家（戸建て）

民間の借家（アパート）

社宅

民間の借家（マンション等）

持家（マンション等）

高齢者向けマンション

公営の借家（公営、公団住宅等）

その他

無回答

（n=164）
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（14） 転入時の情報源 

「その他」が 25.0%と最も多く、次いで「不動産情報サイト」が 18.9%、「知人の話」が 13.4%、「不

動産店舗」が 10.4%となっている。 

 

 

（15） 自由意見 

【自然環境】 

・自然が豊かでとても落ち着きがあり、のどかでいい（４人） 

・自然が多く景観がどこも似ているため、看板を増やしてほしい 

 

【生活環境】 

・下水道工事が遅れている 

・蚊が多い 

・もう少しデパートや買い物できる環境がほしい 

・ゴミ袋が高すぎる 

 

【交通】 

・街灯が少ない 

・村内循環バス等をつくってほしい。 

 

【防災】 

・防災放送がよく聞こえない為、高齢者の方への情報が届いていなかった 

 

【福祉】 

・認知症カフェを設立してほしい 

・高齢者の入所できる施設の状況を行政は把握してほしい。母の住所が長生村でないので、相談にのっ

てもらえなかったのは非常に悲しかった 

18.9

13.4

10.4

1.8

0.6

0.6

0.6

0.6

0.0

25.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

不動産情報サイト

知人の話

不動産店舗

自治体ホームページ

行政の空家バンク

賃貸情報誌

移住交流ガーデン

ブログ

ふるさと回帰支援センター

その他

（n=164）
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【雇用】 

・若い人が働けるところを作ってほしい 

 

【その他】 

・長生村はこのままでいてほしい 

以上  
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６．調査票 
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